
今より活発だった少女時代

――ボウリングの入り口はＰ★
リーグだったそうですね。
鶴井　はい。小学校5年生のと
き、友だちとたまに遊びでボウ
リングをしていたのですが、あ
るときモニター（スコアビジョ
ン）にＰ★リーグの番組が流れ
ていたのを見て「私もここに出
たいな」と、子どもながらに憧
れて（笑）。ボウリング場にはき
れいなボールがたくさん飾って
あったので、親にねだって買っ
てもらったのが始まりです。
――ご両親はボウラーですか？
鶴井　まったく違います。小さ
いころ、柔道のクラブに2年間
通っていて、普通の女の子より
は腕っぷしに自信があったの
で、ボウリングも本気でやった
らうまくなるんじゃないかと。
ハウスボールでもたまに190
とか200を出していましたか
ら（笑）。
――それはすごい！　体育の成
績もよかったでしょう。
鶴井　すごくよかったです。当
時は今よりずっと活発で、柔道
のほかにもバレーボールやクラ
シックバレエを習ったり、2年
くらい劇団に在籍していたこと
もあります。
――ボウリングはどこで？
鶴井　中学1年のときに、地元
の栃木県でＪＢＣに入会しまし
た。中3のときに千葉国体、高
校2年で岐阜国体、3年で東京
国体と、国体には3回出場して
います。全国高校選手権でも入
賞したり、ジュニアの強化選手
にも選ばれていました。
――プロになろうと思ったのは
いつごろですか？
鶴井　高校を卒業するころに、
ちょうどＰ★リーグの第2回
オーディション（次世代Ｐ★
リーガー発掘プロジェクト）が
あったので、「これに合格した
らプロテストを受けて、落ちた

らプロは諦めよう」と、自分で
勝手に決めていました。本格的
に始めたきっかけがＰ★リーグ
だったので、そこで落ちるくら
いだったら生涯アマチュアとし
てボウリングを楽しもうと。大
学も決まっていましたから。
――47期のプロテストに一発
合格する前に、Ｐ★リーグ入り
が決まっていたのですね。
鶴井　はい。同期では寺下智香
プロ、前屋留美プロ、浦麻紗実
プロも同じＰ★リーグのオー
ディション合格組です。

とすぐに心折れてしまう。大会
の途中でブラインドしてしまっ
たことも何回かあります。突然
高熱が出て起きられなくなった
り、宿泊先のホテルから救急車
で病院に運ばれたこともありま
した（苦笑）。
――そうだったんですか。
鶴井　でも、去年くらいから気
持ちも落ち着いて、結果が悪く
てもしっかり最後まで投げ切れ
るようになりました。自分でも
「少しはプロらしくなったかな」
と（笑）。成績的にはその前の2
年のほうが多少いいのですが、
会場入りした途端に高熱や湿疹
が出たりしていましたから。
――気持ちが落ち着くように
なったのには、何かきっかけ
が？
鶴井　去年の初めごろ、中学時
代から仲よしの本橋優美プロ
（51期）の紹介で主人と出会っ
て、付き合い始めたことですね。
そこから落ち着いて試合に臨め
るようになりました。主人はプ
ロではないけれど、ＪＢＣのア
マチュアボウラーで国体の出場
選手なんです。
――8月に入籍されたばかりで
したね。やはりこのコロナ禍が
結婚を早めた？
鶴井　いえ。自分の誕生日（8
月7日）に入籍したのですが、
それは1年前から二人で決めて
いたことで、まさかこんな年に
なるとは思わなかったです（苦
笑）。今年になって結婚された
プロが多いことにもビックリし
ました。
――ご両親、とくにお父さんは、
娘がこんなに早く嫁いでしまっ
て寂しがっているのでは？
鶴井　そうですね。私自身、こ
んなに早くするとは思っていな
かったので。
――男性ファンは少し減ってし
まうかも。
鶴井　そういえば、ＳＮＳで入
籍を報告したときに「もうファ

ン辞めます」というコメントが
けっこうあって、ちょっとグ
サッときたんですけど、しょう
がないですね（苦笑）。
――コロナ自粛の期間はどうさ
れていました？
鶴井　体が鈍ってしまってはい
けないので、自宅でもできる筋
トレやストレッチをしたり、飽
きてきたら外でバドミントンを
やったりして、とにかく体を動
かすようにしていました。主人
とは入籍前から一緒に暮らして
いたので、気持ちも安定してい
ましたね。
――話は逸れますが、巷の噂で
は“歴女”にして“プ女子”でも
あるとか。
鶴井　そうなんです（笑）。2年
前くらいから新日本プロレスに
ハマっていて、コロナの前は
けっこう頻繁に会場まで観に
行っていました。じつは私のイ
ンスタをフォローして下さって
いる選手もいて、うれしいです
ね。歴史は小さいころから好き
で、今でもたまに歴史書や歴史
小説を読んでいます。もともと
多趣味で、カラオケにも行くし、
マイダーツも持ってます（笑）。

“6度目の正直”で優勝を

――レギュラーツアーが再開し
て、六甲での2戦は3位、19位
と好調なスタートを切りまし
た。今季は来季と連結した長い
シーズンになりますが、当然
シードプロ返り咲きは目標にな
りますよね。
鶴井　それが、諸事情あって少
し出場試合を減らさなければい
けない可能性もあるので、そう
なったらシードは難しいかも。
なので一つひとつ出られる試合
で頑張って、常に優勝を意識し
ながらやっていこうと思ってい
ます。
――47期のタイトルホルダー
は寺下プロひとり。続きたい気

持ちは大きいでしょう？
鶴井　そうですね。私もこれま
で5回、ＴＶ決勝に残ってチャ
ンスはあったのですが、今回の
六甲のように、焦りや緊張で投
げミスして負けてしまうことが
多かった。次にＴＶ決勝に残っ
たときは同じ失敗を繰り返さな
いように、“6度目の正直”で
優勝したいですね。応援して下
さる方たちのために、いい結果
を出して恩返ししたいという気
持ちは常に持っています。
――プライベートでの夢は？
鶴井　私はひとりっ子なので、
子だくさんの家族に憧れます。
そして、自分の子どもにもボウ
リングをやってほしいと思いま
す。プロになってほしいのでは
なく、家族で楽しくボウリング
ができたらいいな、と。私自身、
お母さんになっても試合には出
続けたいです（笑）。
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鶴井 亜南 ANAMI　TSURUI

プロ6年目、25歳のサウスポー・鶴井亜南プロ。今年8月、自身のＳＮＳ上で
一般男性との入籍を報告し、ファン・関係者を驚かせたことは記憶に新しい。生
涯の伴侶を得たことが力になったか、レギュラーツアー再開初戦の六甲クイーン
ズでは2年ぶりにＴＶ決勝進出を果たして3位入賞。翌日のクリスタルカップでも
決勝トーナメントまで勝ち進んで総合19位と好スタートを切り、今後に期待を膨
らませたーー。                                                              （PHOTO：馬場高志）
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好スタートの推進力は“伴侶パワー”!?

「去年ぐらいから気持ちが落ち着いて、
 少しはプロらしくなったかな、と（笑）」

つるい・あなみ／ 1995 年 8月 7日生
まれ、栃木県出身。162㌢51㌔、左投げ。
血液型Ｏ。2014 年プロ入り（47 期／
ライセンス№513）。昨年度ポイントラ
ンキング 41 位、アベレージ 203.86。
P★League 優勝 2回。アイキョーボウ
ル／ABS所属。

●11月15日
愛知・コロナキャットボウル中川店

●11月16日
静岡・柿田川パークレーンズ

●11月23日
埼玉・ニューパールレーン武里

●11月29日
東京・アイビーボウル向島

●11月30日
ラウンドワンLIVEチャレンジ
東京・府中本町駅前店（配信店舗）

鶴井プロと一緒に投げよう！
近日開催のチャレンジマッチ

▲「女子にしてはボールスピードも
　あってパワフルなほうだと思い
　ます。それをいかにスコアアップ
　につなげていくかが課題」と鶴井
　プロ。多少引っ張り癖があり、　試
　合中に指を痛めてしまうことも
　あるという

シードの重圧に心折れた

――プロ入り後は、2年目の
2015年シーズンに千葉オープ
ン4位、東海オープン準優勝で
ポイントランキング15位。早
くも第1シード入りしました
が、翌16年は振るわずに、1
年で陥落してしまいました。
鶴井　その年は右ヒザをケガし
てしまったこともあるのです
が、シードプロになったことで
いろいろなプレッシャーを感じ
るようになってしまって…。も
ともとそんなに気持ちも体も強
いほうではないので、何かある
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